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貝類（陸産） ＜柄眼目 ナンバンマイマイ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：情報不足） 
GASTROPODA (Land) ＜STYLOMMATOPHORA CAMAENIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：DD） 

ビロウドマイマイ Nipponochloritis oscitans (Martens) 

 
【選定理由】 

ビロウドマイマイ類は特徴が乏しく分類が難しいため、
これまで種名が混乱していた。近年、中部地方に分布する
ビロウドマイマイ類の種の再検討が進み、愛知県での各種
の分布の概要も明らかになった（早瀬・多田, 2005；早瀬・
多田, 2008；木村, 2014）。ビロウドマイマイは愛知県内に
広く分布するものの、生息地は環境が保全された自然林や
社寺林に限定され、生息個体数も少ない。また、本種が生
息できる森林環境は、開発などにより明らかに減少してお
り、結果として、生息地及び個体数とも減少傾向にあるた
め、将来的に絶滅の危険性を考慮すべき種と評価された。 

【形 態】 
殻は本属のなかでは中～大形に属し、主に、殻長 10 mm、殻

径20 mm程度であるが、小形個体は殻径15 mm程度にとどまり、
大形個体は殻径 20 mm を越え主に東三河山地等で確認される。
螺塔は低くほぼ平らで、殻全体はやや丸みを帯びる。殻皮毛は、
個体群により低密度の場合（ケハダビロウドマイマイとされる個
体）も稀に認められるが、県下の個体は主に高密度である。臍孔
は、十分に成長した個体では完全に閉じる。軟体部背面は淡黒色
で、蹠面付近は淡く、灰色がかった紫褐色である。生殖器官では
雄性器官の鞭状器がきわめて小さく短い突起程度となる特徴を
有する。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
愛知県内では東三河山地から豊川市、豊橋市、岡崎市、蒲郡

市、瀬戸市の丘陵地まで比較的広く分布する。近年、名古屋市
内でも生息が確認された（川瀬 (監修), 2013）。 

【世界および国内の分布】 
日本固有種である。東北地方から中部・近畿地方にかけて広く分布し、一部、中国地方や四国のごく一部まで分布が確認さ

れる（早瀬・他, 2015）。 
【生息地の環境／生態的特性】 

丘陵部から山地にかけての湿度が保たれた自然林もしくは社寺林内の、主に朽ち木や瓦などが積み重なった下面に潜んでい
る。春から秋の降雨後には、陸産貝類の多くは林床上を匍匐するが、本種は日中に地表には殆ど現れない。主に分解の進んだ
落葉を摂食すると考えられるが、秋にはキノコ類を食べる個体が確認される例も多い。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
県下の良好な森林環境に広く確認される。減少の要因は、近年の夏季の高温化に伴う森林の乾燥化、開発による生息環境の

消失などが考えられる。自然林の植生が伐採され乾燥化が進行し、朽木などの隠れ場所が整備され、取り払われると、生息で
きなくなる。他に、シイタケ栽培のホダ木や瓦といった廃材の捨て場など里山的な環境の減少も本種の減少の一因と考えられ
る。 

【保全上の留意点】 
自然林、社寺林を保全すること、林内の倒木や朽ち木等を取り払わないことが重要である。多くの自然林、社寺林では、竹

類が照葉樹林へ侵入し範囲を拡大しているため、竹の適正な伐採を行って、森林を保全する必要もある。 
【特記事項】 

早瀬・多田（2005）は、愛知県内のビロウドマイマイ類を、ビロウドマイマイ、ケハダビロウドマイマイ、ミニビロウド
マイマイの3種とした。ただし、最近の見解に従えば、この 3種はいずれもビロウドマイマイ種群に包括される（早瀬・他, 2016）。
なお、過去の文献記録に散見される愛知県内でのヒメビロウドマイマイ、キヌビロウドマイマイ 2 種の分布については、いず
れも解剖結果より支持されず、ビロウドマイマイの誤同定である。 

また、川瀬（2015）は、名古屋市産の個体をビロウドマイマイ属の一種として扱うが、その理由を DNA 解析により複数種
が含まれるためとしている。しかし、分布域を東北地方から四国までの広域としていることは全く矛盾しており、名古屋市の
個体も同種（ビロウドマイマイ）になると考えられる。本州に広域分布する種群が複数の地域個体群の集合体により構成され
ることは当然であり、形態的に全く識別できない無数の個体群を全て種レベルの分化とするのであれば、国内全ての同水準で
分化する各個体群について、その分類学的特徴の記載を必要とする。現時点でそれが行われていない以上は、名古屋市の個体
群を別種に位置付ける根拠は全くなく、現時点ではビロウドマイマイ種群として本種の表記をするのが妥当と考えられる。 
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